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名と臨床心理士 1 名の合計 7 名であった。
⑵　調査時期
















　関東圏内の大学生 297 名（男性　132 名 , 女性
164 名，無記名 1 名）を対象に実施した。平均年
齢は 19.09 歳（SD ＝ 0.851）で年齢の範囲は 18
歳～22 歳であった。
⑵　調査時期











をどう思うかについて，問 A，問 B の順にそれ
ぞれ当てはまる数字に○をつけてください」と教








































を算出したところ，第 1 因子が .83，第 2 因子 .81，




























4.77，全分散比が 39.86％であった。この 12 項目






5，	項目 10，	項目 12，	項目 13，	項目 16，	項目 17，










第 1 因子 第 2 因子 第 3 因子 第 4 因子 M SD
第 1　強さ因子　　　　α＝ .83
8 たくましい 　.89 －.10 　.23 　.10 2.85 1.27 
1 強い 　.85 －.08 　.25 　.03 2.87 1.22 
23 弱々しい －.75 　.02 　.11 　.04 2.43 1.22 
12 もろい －.75 　.24 　.29 　.04 2.60 1.27 
25 不安定な －.44 －.14 　.39 　.06 2.82 1.20 
第 2　軽快さ因子　　　α＝ .81
11 きちんとしている 　.00 　.74 －.01 －.09 3.12 1.14 
16 軽やかだ －.27 　.74 　.05 　.15 2.70 1.13 
24 重い 　.21 －.58 　.11 　.09 3.29 1.22 
27 はつらつとしている 　.29 　.54 　.19 －.01 2.99 1.17 
5 自然だ 　.07 　.50 －.07 －.02 3.62 1.04 
10 安定した 　.29 　.45 －.09 －.01 3.21 1.13 
4 元気だ 　.33 　.45 　.09 －.06 3.65 1.14 
17 くつろいだ 　.02 　.38 －.08 　.18 3.19 1.05 
第 3　荒々しさ因子　　α＝ .71
9 突っ張った 　.19 　.06 　.62 －.12 2.37 1.00 
14 はげしい 　.24 　.14 　.61 　.01 2.41 1.06 
3 緊張している －.01 －.07 　.51 －.03 2.74 1.20 
19 不自由だ －.18 －.21 　.47 　.05 2.33 1.24 
20 ぎこちない －.24 －.15 　.46 －.07 2.63 1.23 
7 バラバラだ －.06 －.12 　.45 －.04 2.26 1.19 
第 4　やわらかさ因子　α＝ .75
15 やわらかい 　.05 －.05 －.04 　.90 2.61 1.22 
2 かたい 　.04 　.10 　.18 －.66 3.44 1.27 
21 柔軟だ 　.09 　.23 　.08 　.57 2.46 1.19 
因子相関行列
1 2 3 4
第 1 因子 － .66 －.30 .07
第 2 因子 － －.29 .21
第 3 因子 － .10































































＝ 1.97, p ＜ .05），「荒々しさ受容」平均（t ＝ 2.42,	
ｐ＜ .05）「全受容平均」（t ＝ 1.98　p ＜ .05），心





































































































平均 （SD） 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
 1 　強さ 3.17（ 0.96） .58** －.36** 　.13* 　.34** 　.39** 　.30** 　.19** 　.37** 　.37** －.42**
 2 　軽快さ 3.16（ 0.73） －.38** 　.22** 　.36** 　.53** 　.34** 　.27** 　.45** 　.51** －.51**
 3 　荒々しさ 2.45（ 0.72） －.08 －.35** －.39** －.48** －.26** －.44** －.15* 　.40**
 4 　やわらかさ 2.56（ 1.01） －.01 　.05 　.05 　.20** 　.09 　.22** －.08
 5 　強さ受容 3.81（ 0.88） 　.80** 　.72** 　.62** 　.89** 　.21** －.25**
 6 　軽快さ受容 3.87（ 0.80） 　.73** 　.65** 　.92** 　.23** －.31**
 7 　荒々しさ受容 3.84（ 0.87） 　.57** 　.89** 　.14* －.22**
 8 　やわらかさ受容 3.86（ 0.95） 　.76** 　.10 －.15*
 9 　全受容平均 3.86（ 0.76） 　.20** －.28**
10　日常生活 32.69（ 8.75） －.41**
11　心身愁訴 36.47（16.38）
 *p ＜ .05，**p ＜ .01
Table 5　各因子（尺度）得点の性別の平均値比較
度数 平均値 標準偏差 t 値
強さ
男性 130 3.07 0.99 
1.48 
女性 161 3.24 0.92 
軽快さ
男性 131 3.17 0.72 
0.49 
女性 162 3.13 0.76 
荒々しさ
男性 131 2.56 0.72 
1.97＊ 
女性 163 2.39 0.75 
やわらかさ
男性 132 2.53 0.96 
0.18 
女性 163 2.55 1.04 
強さ受容
男性 130 3.70 0.86 
1.60 
女性 162 3.86 0.91 
軽快さ受容
男性 129 3.81 0.74 
0.86 
女性 161 3.89 0.86 
荒々しさ受容
男性 130 3.68 0.83 
2.42 ＊
女性 163 3.93 0.90 
やわらかさ受容
男性 132 3.74 0.88 
1.34 
女性 163 3.89 1.03 
全受容平均
男性 128 3.75 0.71 
1.98＊ 
女性 157 3.93 0.81 
日常生活
男性 131 32.98 9.09 
0.50 
女性 161 32.45 8.85 
心身愁訴
男性 129 33.41 16.57 
3.21＊＊ 
女性 161 39.50 15.63 












































































　　　e2軽快さ↔ e4やわらかさ＝.22, e1強さ↔ e4やわらかさ＝.14,
　　　e3荒々しさ↔ e2軽快さ＝－.25, e3荒々しさ↔ e1強さ＝－.27


















































































        e1強さ↔ e4やわらかさ＝.20,  e3荒々しさ↔ e2軽快さ＝－.21, 
        e4やわらかさ↔ e2軽快さ ＝.28








































        e1強さ↔ e3荒々しさ＝－.35,  e2軽快さ↔ e3荒々しさ＝－.28, 
        e4やわらかさ↔ e2軽快さ ＝.15















































































































































van der Kolk, B. （2014）. The Body Keeps the Score: 
Brain, Mind, and Body in the Healing of 




Kabat-Zinn, J. （1990）. Full Catastrophe Living. 





















































Psychiatry and Clinical Neurosciences,	58,	3-7.
